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(57)【要約】
【課題】コンデンサの装着を容易にする。
【解決手段】コンデンサホルダ１０では、コンデンサの
本体部が装着される第一ホルダ２０が、単独でコンデン
サの本体部を保持する。また、コンデンサの本体部を保
持した第一ホルダ２０には、接点部を有する端子７０Ａ
、７０Ｂを保持した第二ホルダ５０が装着される。これ
により、端子７０Ａ、７０Ｂの接点部がコンデンサのリ
ード部と接触する。このように構成されているので、コ
ンデンサの本体部が第一ホルダ２０に装着される際に、
リード部が端子７０Ａ、７０Ｂと不用意に接触して変形
又は損傷することを防止できる。これにより、リード部
の変形や損傷を考慮せずにコンデンサの本体部を第一ホ
ルダ２０に装着することが可能になるので、コンデンサ
１２の装着が容易になる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンデンサの本体部が装着され、単独で前記本体部を保持する第一ホルダと、
　前記第一ホルダに装着される第二ホルダと、
　前記第二ホルダに保持されると共に接点部を有し、前記本体部を保持した前記第一ホル
ダに前記第二ホルダが装着されることで、前記接点部が前記コンデンサのリード部と接触
する端子と、
　を備えたコンデンサホルダ。
【請求項２】
　前記第一ホルダに対する前記第二ホルダの装着途中から装着完了までの間に前記接点部
が前記リード部と摺接する請求項１に記載のコンデンサホルダ。
【請求項３】
　前記第一ホルダに対する前記第二ホルダの装着完了状態では、前記装着途中よりも前記
接点部と前記リード部との接触力が増加するように構成された請求項２に記載のコンデン
サホルダ。
【請求項４】
　前記端子は、互いに対向する一対の挟持片を有し、
　前記一対の挟持片の各対向面にそれぞれ前記接点部が設けられ、
　前記リード部は、前記装着途中から前記一対の挟持片の前記接点部間に挿入され、
　前記第一ホルダは、前記装着途中から前記装着完了までの間に前記一対の挟持片のうち
の少なくとも一方と摺接するガイド部を有し、当該摺接によって前記一対の挟持片が接近
する請求項３に記載のコンデンサホルダ。
【請求項５】
　前記第一ホルダには、前記少なくとも一方に設けられた被ガイド部が挿入されるガイド
溝が形成されており、
　前記ガイド部は、前記ガイド溝の内面に形成された傾斜面である請求項４に記載のコン
デンサホルダ。
【請求項６】
　前記第二ホルダに設けられた被仮止部が前記第一ホルダに設けられた仮止部と係合する
ことで、前記第二ホルダが前記第一ホルダに対して仮止位置に仮止めされ、
　前記第二ホルダが前記仮止位置に位置する状態では、前記リード部を前記端子と接触さ
せずに前記本体部を前記第一ホルダに装着可能とされており、
　前記第二ホルダは、前記第一ホルダに対して前記仮止位置から装着位置へと相対移動さ
れることで前記第一ホルダに装着される請求項１～請求項５の何れか１項に記載のコンデ
ンサホルダ。
【請求項７】
　前記本体部は、前記第一ホルダに対して前記本体部の径方向に装着され、
　前記第二ホルダは、前記第一ホルダに対して前記仮止位置から前記装着位置へと相対移
動される際に、前記第一ホルダに対して前記本体部の軸線方向にスライドされて前記コン
デンサに接近される請求項６に記載のコンデンサホルダ。
【請求項８】
　前記コンデンサは、互いに板厚方向が異なる一対の板状の前記リード部を有し、
　前記第一ホルダには、前記本体部が前記第一ホルダに装着される際に前記一対のリード
部が挿入される一対のスリットが形成されており、
　一方の前記スリットには、前記一対のリード部のうちの一方のみが挿入可能とされ、他
方の前記スリットには、前記一対のリード部のうちの他方のみが挿入可能とされている請
求項１～請求項７の何れか１項に記載のコンデンサホルダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、コンデンサが装着されるコンデンサホルダに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１に記載された電子部品は、電解コンデンサ本体が嵌め込まれるホルダと
、このホルダに一部が固定されたコンプライアントピンとを備えている。コンプライアン
トピンの一端部には、電解コンデンサ本体のリード線が嵌め込まれる凹部が設けられてお
り、コンプライアントピンの他端部には、回路基板のスルーホールに圧入嵌合される接続
固定部が設けられている。この電子部品では、電解コンデンサ本体をホルダに保持させる
ことにより、リード線にかかる荷重を低減し、振動や衝撃などの機械ストレスへの耐久性
を向上させるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４８１６４１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記の先行技術では、電解コンデンサ本体がホルダに嵌め込まれる（装
着される）際に、リード線（リード部）がコンプライアントピン（端子）と不用意に接触
して変形又は損傷する場合がある。このようなリード部の変形や損傷を防止又は抑制する
ために、ホルダへの電解コンデンサ本体の装着が煩雑になる。
【０００５】
　本発明は上記事実を考慮し、コンデンサの装着が容易なコンデンサホルダを得ることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明に係るコンデンサホルダは、コンデンサの本体部が装着され、単
独で前記本体部を保持する第一ホルダと、前記第一ホルダに装着される第二ホルダと、前
記第二ホルダに保持されると共に接点部を有し、前記本体部を保持した前記第一ホルダに
前記第二ホルダが装着されることで、前記接点部が前記コンデンサのリード部と接触する
端子と、を備えている。
【０００７】
　請求項１に記載のコンデンサホルダでは、コンデンサの本体部が装着される第一ホルダ
が、単独でコンデンサの本体部を保持する。また、コンデンサの本体部を保持した第一ホ
ルダには、接点部を有する端子を保持した第二ホルダが装着される。これにより、端子の
接点部がコンデンサのリード部と接触する。このように構成されているので、コンデンサ
の本体部が第一ホルダに装着される際に、コンデンサのリード部が上記の端子と不用意に
接触（係合）して変形又は損傷することを防止できる。これにより、リード部の変形や損
傷を考慮せずにコンデンサの本体部を第一ホルダに装着することが可能となるので、本コ
ンデンサホルダへのコンデンサの装着が容易になる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項１において、前記第一ホルダ
に対する前記第二ホルダの装着途中から装着完了までの間に前記接点部が前記リード部と
摺接する。
【０００９】
　請求項２に記載のコンデンサホルダでは、第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中か
ら装着完了までの間に、端子の接点部がコンデンサのリード部と摺接する。これにより、
例えば、接点部及びリード部のうちの少なくとも一方の表面に酸化皮膜が形成されている
場合でも、当該酸化皮膜を上記の摺接によって削り取ることができるので、端子とリード
部とを良好に導通させることができる。
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【００１０】
　請求項３に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項２において、前記第一ホルダ
に対する前記第二ホルダの装着完了状態では、前記装着途中よりも前記接点部と前記リー
ド部との接触力が増加するように構成されている。
【００１１】
　請求項３に記載のコンデンサホルダでは、第二ホルダに保持された端子の接点部とコン
デンサのリード部との接触力が、第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中よりも装着完
了状態で増加する。これにより、当該装着完了状態での端子とリード部との導通状態を良
好に確保しつつ、接点部とリード部との接触当初の接触力を低く設定することができる。
その結果、例えば、上記接触当初の接触力が高いことに起因するリード部の変形や損傷を
防止できる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項３において、前記端子は、互
いに対向する一対の挟持片を有し、前記一対の挟持片の各対向面にそれぞれ前記接点部が
設けられ、前記リード部は、前記装着途中から前記一対の挟持片の前記接点部間に挿入さ
れ、前記第一ホルダは、前記装着途中から前記装着完了までの間に前記一対の挟持片のう
ちの少なくとも一方と摺接するガイド部を有し、当該摺接によって前記一対の挟持片が接
近する。
【００１３】
　請求項４に記載のコンデンサホルダでは、第二ホルダに保持された端子は、互いに対向
する一対の挟持片を有しており、一対の挟持片の各対向面にそれぞれ接点部が設けられて
いる。これらの接点部の間には、第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中からコンデン
サのリード部が挿入され、各接点部がリード部と摺接する。また、第一ホルダに対する第
二ホルダの装着途中から装着完了までの間には、上記一対の挟持片のうちの少なくとも一
方が、第一ホルダに設けられたガイド部と摺接する。この摺接によって上記一対の挟持片
が接近する。これにより、上記一対の挟持片の各接点部とリード部との接触力が、上記装
着途中よりも上記装着完了状態で増加される。このように、一対の挟持片のうちの少なく
とも一方が、第一ホルダに設けられたガイド部と摺接する構成であるため、ガイド部の形
状等の設定によって、上記接触力の増加度合い等を容易に調整することができる。
【００１４】
　請求項５に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項４において、前記第一ホルダ
には、前記少なくとも一方に設けられた被ガイド部が挿入されるガイド溝が形成されてお
り、前記ガイド部は、前記ガイド溝の内面に形成された傾斜面である。
【００１５】
　請求項５に記載のコンデンサホルダでは、端子が有する一対の挟持片のうちの少なくと
も一方に設けられた被ガイド部が、第一ホルダに形成されたガイド溝に挿入される。そし
て、ガイド溝の内面に形成された傾斜面と上記の被ガイド部とが摺接することで、一対の
挟持片が接近する。このように、一対の挟持片のうちの少なくとも一方に設けられた被ガ
イド部が、第一ホルダに形成されたガイド溝に挿入される構成であるため、当該ガイド溝
によって上記少なくとも一方を上記接近方向に良好に案内することができる。
【００１６】
　請求項６に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項１～請求項５の何れか１項に
おいて、前記第二ホルダに設けられた被仮止部が前記第一ホルダに設けられた仮止部と係
合することで、前記第二ホルダが前記第一ホルダに対して仮止位置に仮止めされ、前記第
二ホルダが前記仮止位置に位置する状態では、前記リード部を前記端子と接触させずに前
記本体部を前記第一ホルダに装着可能とされており、前記第二ホルダは、前記第一ホルダ
に対して前記仮止位置から装着位置へと相対移動されることで前記第一ホルダに装着され
る。
【００１７】
　請求項６に記載のコンデンサホルダでは、第二ホルダが第一ホルダに対して仮止位置に
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位置する状態で、コンデンサの本体部が第一ホルダに装着される。この際には、コンデン
サのリード部を第二ホルダの端子と接触させずに上記本体部を第一ホルダに装着すること
ができる。その後、第二ホルダが第一ホルダに対して仮止位置から装着位置へと相対移動
されると、第二ホルダが第一ホルダに装着される。これにより、端子の接点部がコンデン
サのリード部と接触する。この発明では、第二ホルダが第一ホルダに仮止めされるので、
部品の管理等が容易になる。
【００１８】
　請求項７に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項６において、前記本体部は、
前記第一ホルダに対して前記本体部の径方向に装着され、前記第二ホルダは、前記第一ホ
ルダに対して前記仮止位置から前記装着位置へと相対移動される際に、前記第一ホルダに
対して前記本体部の軸線方向にスライドされて前記コンデンサに接近される。
【００１９】
　請求項７に記載のコンデンサホルダでは、コンデンサの本体部は、第一ホルダに対して
自らの径方向に装着される。その後、第二ホルダが第一ホルダに対して仮止位置から装着
位置へと相対移動され、第一ホルダに装着される。この際には、第二ホルダが第一ホルダ
に対して上記本体部の軸線方向にスライドされてコンデンサに接近される。つまり、上記
の仮止位置は、上記の装着位置よりも、第二ホルダがコンデンサから上記軸線方向に離れ
る位置とされている。このように第二ホルダのスライド方向が設定されているので、第一
ホルダに対して上記本体部が径方向に装着される構成において、端子がコンデンサのリー
ド部と接触することを、簡単な構成で防止できる。
【００２０】
　請求項８に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項１～請求項７の何れか１項に
おいて、前記コンデンサは、互いに板厚方向が異なる一対の板状の前記リード部を有し、
前記第一ホルダには、前記本体部が前記第一ホルダに装着される際に前記一対のリード部
が挿入される一対のスリットが形成されており、一方の前記スリットには、前記一対のリ
ード部のうちの一方のみが挿入可能とされ、他方の前記スリットには、前記一対のリード
部のうちの他方のみが挿入可能とされている。
【００２１】
　請求項８に記載のコンデンサホルダでは、コンデンサは、互いに板厚方向が異なる一対
の板状のリード部を有している。これら一対のリード部は、コンデンサの本体部が第一ホ
ルダに装着される際に、第一ホルダに形成された一対のスリットに挿入される。この場合
、一方のスリットには、上記一対のリード部のうちの一方のみが挿入可能とされており、
他方のスリットには、上記一対のリード部のうちの他方のみが挿入可能とされている。こ
れにより、コンデンサの本体部が第一ホルダに装着される際に、コンデンサの極性が間違
えられることを防止できる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明したように、本発明に係るコンデンサホルダは、コンデンサの装着が容易であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係るコンデンサホルダにコンデンサが装着された状態を示す
斜視図である。
【図２】コンデンサの斜視図である。
【図３】同コンデンサホルダが第一ホルダと第二ホルダとに分解された状態を示す分解斜
視図である。
【図４】第一ホルダの正面図である。
【図５】第二ホルダの斜視図である。
【図６】端子の斜視図である。
【図７】第一ホルダへのコンデンサの本体部の装着について説明するための側面図である
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。
【図８】第一ホルダへの第二ホルダの装着について説明するための側面図である。
【図９Ａ】同コンデンサホルダの部分的な構成を示す断面図であり、第一ホルダに対する
第二ホルダの仮止状態を示す図である。
【図９Ｂ】図９Ａの一部を拡大して示す拡大断面図である。
【図１０Ａ】第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中の状態を示す図９Ａに対応した断
面図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａの一部を拡大して示す拡大断面図である。
【図１１Ａ】第一ホルダに対する第二ホルダの装着完了状態を示す図９Ａに対応した断面
図である。
【図１１Ｂ】図１１Ａの一部を拡大して示す拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図１～図１１Ｂを用いて、本発明の一実施形態に係るコンデンサホルダ１０につ
いて説明する。なお、説明の便宜上、各図中に適宜記す矢印ＦＲをコンデンサホルダ１０
の前方とし、矢印ＬＨをコンデンサホルダ１０の左方とし、矢印ＵＰをコンデンサホルダ
１０の上方とする。以下、単に前後、左右、上下の方向を用いて説明する場合、コンデン
サホルダ１０に対する方向を示すものとする。これらの方向は、コンデンサホルダ１０の
使用状態での方向とは無関係である。また、各図においては、図面を見易くする関係から
、一部の符号を省略している場合がある。
【００２５】
　（構成）
　図１及び図３に示されるように、コンデンサホルダ１０は、電解コンデンサであるコン
デンサ１２の本体部１４が装着される第一ホルダ２０と、第一ホルダ２０に装着される第
二ホルダ５０と、第二ホルダ５０に保持された左右一対の端子７０Ａ、７０Ｂとを備えて
いる。このコンデンサホルダ１０は、前後方向に長尺に形成されている。以下、上記各構
成要素の構成について説明し、その後にコンデンサホルダ１０へのコンデンサ１２の装着
方法について説明する。
【００２６】
　（コンデンサの構成）
　図２に示されるように、コンデンサ１２は、ここでは基板自立型とされており、円柱状
に形成された本体部１４（以下、「コンデンサ本体１４」と称する）と、板状に形成され
た一対のリード部１６Ａ、１６Ｂとを備えている。一対のリード部１６Ａ、１６Ｂは、コ
ンデンサ本体１４の軸線方向一端面からコンデンサ本体１４とは反対側へ突出している。
マイナス極である一方のリード部１６Ａと、プラス極である他方のリード部１６Ｂとは、
板厚方向が異なっている（板厚方向が互いに直交している）。なお、以下の説明では、リ
ード部１６Ａ、１６Ｂを、総じて「リード部１６」と称する場合がある。
【００２７】
　（第一ホルダの構成）
　図１、図３、図４、図７、図８に示されるように、第一ホルダ２０は、前後方向（コン
デンサホルダ１０の長手方向）を長手とする長尺状に形成されている。この第一ホルダ２
０は、例えば樹脂の射出成型によって製造されたものであり、上下方向から見て矩形の枠
状に形成されたベース部２２を備えている。このベース部２２は、前後方向を長手とする
長尺状に形成されており、ベース部２２の中央部には矩形の開口２４が形成されている。
このベース部２２の上面は、コンデンサホルダ１０の長手方向から見て下側へ円弧状に凹
んだ曲面とされている。この曲面の曲率半径は、コンデンサ本体１４の外周面の曲率半径
と同等に設定されている。
【００２８】
　ベース部２２の前端部（長手方向一端部）からは、上方へ向けて縦壁部２６が延出され
ている。また、ベース部２２の前端側（長手方向他端側）における左右方向（幅方向）の
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両端部からは、上方へ向けて左右一対の側壁部２８Ａ、２８Ｂが延出されている。縦壁部
２６は、前後方向を板厚方向とする板状に形成されている。また、左右の側壁部２８Ａ、
２８Ｂは、左右方向を板厚方向とする板状に形成されており、縦壁部２６に一体に繋がっ
ている。
【００２９】
　縦壁部２６には、上下方向に延びる左右一対のスリット３０Ａ、３０Ｂが形成されてい
る。左右のスリット３０Ａ、３０Ｂは、左右方向に並んでおり、縦壁部２６を前後方向に
貫通すると共に、縦壁部２６の上面で開口している。また、図４に示されるように、左側
のスリット３０Ａの上部は、右側のスリット３０Ｂよりも幅寸法（左右方向の寸法）が小
さい細幅部３０Ａ１（図４以外では符号省略）とされており、左側のスリット３０Ａの下
部は、細幅部３０Ａ１よりも幅寸法が大きい広幅部３０Ａ２（図４以外では符号省略）と
されている。
【００３０】
　また、図４に示されるように、右側のスリット３０Ｂにおける左右両側の面には、それ
ぞれ上下一対のガイド溝３２、３４が形成されている。また、左側のスリット３０Ａの広
幅部３０Ａ２における上下両側の面には、それぞれ左右一対のガイド溝３２、３４が形成
されている。これらのガイド溝３２、３４は、前後方向に延在している。図９Ａ～図１０
Ｂに示されるように、右側のスリット３０Ｂに形成されたガイド溝３２の上面（内面）に
おける前後方向の中間部には、後方へ向かうほど下方へ向かうように傾斜した傾斜面３２
Ａが形成されている。また、右側のスリット３０Ｂに形成されたガイド溝３４の下面（内
面）における前後方向の中間部には、後方へ向かうほど上方へ向かうように傾斜した傾斜
面３４Ａが形成されている。また、図示は省略するが、左側のスリット３０Ａに形成され
たガイド溝３２の右面（内面）における前後方向の中間部には、後方へ向かうほど左方へ
向かうように傾斜した傾斜面３２Ａが形成されており、右側のスリット３０Ｂに形成され
たガイド溝３４の左面（内面）における前後方向の中間部には、後方へ向かうほど右方へ
向かうように傾斜した傾斜面３４Ａが形成されている。これらのガイド溝３２、３４は、
後述する端子７０Ａ、７０Ｂに対応している。
【００３１】
　また、一対の側壁部２８Ａ、２８Ｂにおいて、互いに反対側（左右方向外側）を向く面
には、それぞれ複数（ここでは各３つ）の溝３６、３８、４０が形成されている。これら
の溝３６、３８、４０は、前後方向に延在しており、上下方向に並んでいる。各溝３６、
３８、４０の前端部には、それぞれ段部３６Ａ、３８Ａ、４０Ａが形成されている。これ
らの溝３６、３８、４０は、後述する第二ホルダ５０に対応している。また、上下の溝３
６、４０の段部３６Ａ、４０Ａは、本発明における「仮止部」に相当する。
【００３２】
　また、ベース部２２の後端側（長手方向他端側）における左右方向の両端部からは、上
方へ向けて一対の保持片４２Ａ、４２Ｂが延出されている。一対の保持片４２Ａ、４２Ｂ
は、前後方向から見て上方へ向かうほどコンデンサホルダ１０の左右方向中央側へ向かう
ように湾曲している。これらの保持片４２Ａ、４２Ｂにおいてコンデンサホルダ１０の左
右方向中央側を向く面は、ベース部２２の上面に連続した曲面とされている。さらに、ベ
ース部２２の後端部（長手方向他端部）からは、上方へ向けて抜け止め部４４（図３参照
）が延出されている。この抜け止め部４４は、ベース部２２からの延出高さ（突出高さ）
が小さく設定されており、前後方向から見て下方へ凸をなすように湾曲している。
【００３３】
　（第二ホルダの構成）
　図１、図３、図５、図７、図８に示されるように、第二ホルダ５０は、左右方向を長手
とする長尺状に形成されている。この第二ホルダ５０は、例えば樹脂の射出成型によって
製造されたものである。この第二ホルダ５０は、縦壁部５２と、縦壁部５２の上端部から
後方側へ延出された上壁部５４と、縦壁部５２の左右両端部から後方側へ延出された左右
一対の側壁部５６Ａ、５６Ｂとを備えている。縦壁部５２は、前後方向を板厚方向とする
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板状に形成されており、上壁部５４は、上下方向を板厚方向とする板状に形成されている
。また、左右の側壁部５６Ａ、５６Ｂは、左右方向を板厚方向とする板状に形成されてお
り、上壁部５４と一体に繋がっている。
【００３４】
　また、この第二ホルダ５０は、縦壁部５２の後面から後方側へ延出された左右一対の端
子支持部５８Ａ、５８Ｂを備えている。左側の端子支持部５８Ａは、上壁部５４から下方
側に離間しており、右側の端子支持部５８Ｂは、上壁部５４に一体に繋がっている。左側
の端子支持部５８Ａには、上下方向に延びる切込部５９Ａ（図５以外では符号省略）が形
成されており、右側の端子支持部５８Ｂには、左右方向に延びる切込部５９Ｂ（図５、図
９Ａ、図１０Ａ及び図１１Ａ以外では符号省略）が形成されている。これらの切込部５９
Ａ、５９Ｂは、後述する端子７０Ａ、７０Ｂに対応している。
【００３５】
　左右の側壁部５６Ａ、５６Ｂには、上下方向に並んだ複数（ここでは４つ）の切込部（
符号省略）が形成されている。これらの切込部は、左右の側壁部５６Ａ、５６Ｂの後端か
ら前端側へ向けて切り込まれている。これにより、左右の側壁部５６Ａ、５６Ｂには、上
下に並んだ複数（ここでは３つの）係止爪６０、６２、６４が形成されている。中央の係
止爪６２は、上下の係止爪６０、６４よりも前後方向に短く形成されている。また、各係
止爪６０、６２、６４の先端部（後端部）には、第二ホルダ５０の左右方向中央側へ突出
した爪部６０Ａ、６２Ａ、６４Ａ（図５以外では符号省略）が形成されている。上下の係
止爪６０、６４は、本発明における「被仮止部」に相当する。
【００３６】
　上記構成の第二ホルダ５０は、第一ホルダ２０に対して嵌合されて装着される構成にな
っている。また、この第二ホルダ５０は、第一ホルダ２０に対して完全に装着（嵌合）さ
れる前に、第一ホルダ２０に対して仮止め（仮保持）される構成になっている。第二ホル
ダ５０が第一ホルダ２０に仮止めされる際には、第一ホルダ２０の前端部が第二ホルダ５
０の左右の側壁部５６Ａ、５６Ｂの間に嵌合される。この際には、左側の端子支持部５８
Ａが左側のスリット３０Ａの広幅部３０Ａ２内に挿入され、右側の端子支持部５８Ｂが右
側のスリット３０Ｂ内に挿入される。またこの際には、上下の係止爪６０、６４の爪部６
０Ａ、６０Ｂが、上下の溝３６、４０の段部３６Ａ、４０Ａに引っ掛かる（係合する）。
これにより、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に対して図７、図９Ａ及び図９Ｂに示され
る仮止位置に仮止めされた状態となる。
【００３７】
　上記の仮止め状態では、第二ホルダ５０の中央の係止爪６２の爪部６２Ａが、第一ホル
ダ２０の側壁２８Ａ、２８Ｂの前縁に当たることで、第一ホルダ２０に対する第二ホルダ
５０の後方側（第一ホルダ２０側）への変位が規制される。但し、第二ホルダ５０に対し
て第一ホルダ２０側への所定値以上の外力が加えられると、中央の係止爪６２が弾性変形
し、上記の変位規制が解除される。これにより、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に対し
て上記の仮止位置から図１、図８、図１１Ａ及び図１１Ｂに示される装着位置へとスライ
ド（相対移動）され、中央の係止爪６２の爪部６２Ａが中央の溝３８の段部３８Ａに引っ
掛かる。これにより、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に装着された状態（装着完了状態
）となる。
【００３８】
　（端子の構成）
　一対の端子７０Ａ、７０Ｂは、例えば導電性を有する金属板がプレス成型されて製造さ
れたものであり、第二ホルダ５０に保持（装着）されている。一対の端子７０Ａ、７０Ｂ
は、互いに対向する一対の挟持片７２、７４（図５及び図６以外では符号省略）と、一方
の挟持片７２から一体に延出された接続片７６とを各々が備えている。接続片７６は、図
示しない回路基板や別の電子部品等と接続される構成になっている。一対の挟持片７２、
７４は、両者が対向し合う方向に対称な形状に形成されており、前後方向から見た断面が
ハット状をなしている。なお、図６では、右側の端子７０Ｂのみを図示しているが、一対
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の端子７０Ａ、７０Ｂは、接続片７６の形状が異なる以外は同様の構成とされている。
【００３９】
　図６、図９Ａ、図１０Ａ、図１１Ａに示されるように、一対の挟持片７２、７４の前端
部は、連結部７７によって繋がれている。一対の挟持片の７２、７４における各対向面の
後端部には、それぞれ接点部７２Ａ、７４Ａが形成されている。各接点部７２Ａ、７４Ａ
は、一対の挟持片７２、７４の幅方向に延びる突条とされている。また、一対の挟持片７
２、７４における接点部７２Ａ、７４Ａよりも後方には、後方側へ向かうほど互いに離間
するように傾斜した傾斜部７２Ｂ、７４Ｂが形成されている。また、一対の挟持片７２、
７４の幅方向両端部（前後方向から見た場合の両端部）は、クランク状に屈曲されている
。これにより、各挟持片７２、７４の曲げ剛性が向上している。そして、一対の挟持片７
２、７４の幅方向両端部には、それぞれフランジ状の被ガイド部７２Ｃ、７４Ｃが形成さ
れている。
【００４０】
　左側の端子７０Ａは、第二ホルダ５０の左側の端子支持部５８Ａに形成された切込部５
９Ａ（図５参照）内に差し込まれており、右側の端子７０Ｂは、第二ホルダ５０の右側の
端子支持部５８Ｂに形成された切込部５９Ｂ（図５参照）に差し込まれている。これによ
り、左右の端子７０Ａ、７０Ｂが第二ホルダ５０に保持されて（取り付けられて）いる。
左右の端子７０Ａ、７０Ｂの各接続片７６は、図１に示されるように、第二ホルダ５０の
縦壁部５２よりも前方へ突出している。
【００４１】
　上記のように左右の端子７０Ａ、７０Ｂを保持した第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に
仮止される際には、左側の端子７０Ａが有する一対の挟持片７２、７４の被ガイド部７２
Ｃ、７４Ｃが、第一ホルダ２０の左側のスリット３０Ａに形成されたガイド溝３２、３４
に挿入される。またこの際には、右側の端子７０Ｂが有する一対の挟持片７２、７４の被
ガイド部７２Ｃ、７４Ｃが、第一ホルダ２０の右側のスリット３０Ｂに形成されたガイド
溝３２、３４に挿入される構成になっている。なお、以下の説明では、端子７０Ａ、７０
Ｂを、総じて「端子７０」と称する場合がある。
【００４２】
　（コンデンサの装着方法）
　図７に示されるように、コンデンサ１２のコンデンサ本体１４は、第二ホルダ５０が第
一ホルダ２０に対して仮止位置に位置する状態で第一ホルダ２０に装着される。この装着
の際には、コンデンサ本体１４は、軸線方向が前後方向（第一ホルダ２０の長手方向）に
沿う姿勢で、第一ホルダ２０に対して上方側から径方向に装着される（図７の矢印Ｖ参照
）。またこの際には、マイナス極である一方のリード部１６Ａが、左側のスリット３０Ａ
に挿入され、プラス極である他方のリード部１６Ｂが、右側のスリット３０Ｂに挿入され
る。この場合、上記一方のリード部１６Ａは、左右のスリット３０Ａ、３０Ｂのうちの左
側のスリット３０Ａのみに挿入可能とされており、上記他方のリード部１６Ｂは、左右の
スリット３０Ａ、３０Ｂのうちの右側のスリット３０Ｂのみに挿入可能とされている。ま
た、上記のように第二ホルダ５０が仮止位置に位置する状態では、リード部１６Ａ、１６
Ｂを端子７０Ａ、７０Ｂと接触させずにコンデンサ本体１４を第一ホルダ２０に装着可能
とされている。
【００４３】
　また、上記装着の際には、コンデンサ本体１４が一対の側壁部２８Ａ、２８Ｂ及び一対
の保持片４２Ａ、４２Ｂの間に嵌め込まれ、一対の保持片４２Ａ、４２Ｂによってコンデ
ンサ本体１４が保持（挟持）される。また、縦壁部２６及び抜け止め部４４によって第一
ホルダ２０に対するコンデンサ本体１４の軸線方向の変位が規制される。この第一ホルダ
２０は、単独でコンデンサ本体１４を保持する構成になっている。このように第一ホルダ
２０にコンデンサ本体１４が保持された状態であっても、第二ホルダ５０が仮止位置に位
置する状態では、図９Ａ及び図９Ｂに示されるように、端子７０とリード部１６とが前後
方向に離れて位置するように構成されている。
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【００４４】
　次いで、第一ホルダ２０に仮止めされている第二ホルダ５０が、第一ホルダ２０に対し
て仮止位置から装着位置へとスライドされ（図８の矢印Ｈ参照）、第二ホルダ５０がコン
デンサ１２に接近される。これにより、中央の係止爪６２の爪部６２Ａが中央の溝３８の
段部３８Ａに引っ掛かると、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に装着された状態（第一ホ
ルダ２０に対する第二ホルダ５０の装着完了状態）となる。そして、このように第二ホル
ダ５０が第一ホルダ２０に装着されることで、左右の端子７０Ａ、７０Ｂの各接点部７２
Ａ、７４Ａがコンデンサ１２のリード部１６Ａ、１６Ｂと接触する構成になっている。
【００４５】
　具体的には、図１０Ａ及び図１０Ｂに示されるように、第一ホルダ２０に対する第二ホ
ルダ５０の装着途中から一対の挟持片７２、７４の接点部７２Ａ、７４Ａ間にリード部１
６Ｂ（リード部１６）の先端部が挿入され、接点部７２Ａ、７４Ａがリード部１６と接触
する。そして、上記装着途中以後は、接点部７２Ａ、７４Ａとリード部１６との接触が維
持され、上記装着途中から図１１Ａ及び図１１Ｂに示される装着完了までの間に、接点部
７２Ａ、７４Ａがリード部１６と摺接する。また、上記の装着途中から装着完了までの間
には、図１０Ａ及び図１０Ｂに示されるように、一対の挟持片７２、７４の被ガイド部７
２Ｃ、７４Ｃが、ガイド溝３２、３４の傾斜面３２Ａ、３４Ａと摺接する。この摺接によ
り、一対の挟持片７２、７４が互いに接近する（図１０Ｂの矢印ＡＰ参照）。このため、
第一ホルダ２０に対する第二ホルダ５０の装着完了状態（図１、図８、図１１Ａ、図１１
Ｂ図示状態）では、上記の装着途中よりも接点部７２Ａ、７４Ａとリード部１６との接触
力が増加するように構成されている。なお、図示は省略するが、左側の端子７０Ａとリー
ド部１６Ａとの関係も上記同様である。
【００４６】
　（作用及び効果）
　次に、本実施形態の作用及び効果について説明する。
　上記のコンデンサホルダ１０では、コンデンサ本体１４が装着される第一ホルダ２０が
、単独でコンデンサ本体１４を保持する。また、コンデンサ本体１４を保持した第一ホル
ダ２０には、接点部７２Ａ、７４Ａを有する端子７０Ａ、７０Ｂを保持した第二ホルダ５
０が装着される。これにより、端子７０Ａ、７０Ｂの接点部７２Ａ、７４Ａがコンデンサ
１２のリード部１６Ａ、１６Ｂと接触する。このように構成されているので、コンデンサ
本体１４が第一ホルダ２０に装着される際に、リード部１６Ａ、１６Ｂが端子７０Ａ、７
０Ｂと不用意に接触して変形又は損傷することを防止できる。これにより、リード部１６
Ａ、１６Ｂの変形や損傷を考慮せずにコンデンサ本体１４を第一ホルダ２０に装着するこ
とが可能となるので、コンデンサホルダ１０へのコンデンサ１２の装着が容易になる。
【００４７】
　また、本実施形態では、第一ホルダ２０に対する第二ホルダ５０の装着途中から装着完
了までの間に、端子７０Ａ、７０Ｂの接点部７２Ａ、７４Ａがリード部１６Ａ、１６Ｂと
摺接する。これにより、接点部７２Ａ、７４Ａ及びリード部１６Ａ、１６Ｂの何れかの表
面に酸化皮膜が形成されている場合でも、当該酸化皮膜を上記の摺接によって削り取るこ
とができるので、端子７０Ａ、７０Ｂとリード部１６Ａ、１６Ｂとを良好に導通させるこ
とができる。また、接点部７２Ａ、７４Ａ及びリード部１６Ａ、１６Ｂの何れかの表面に
異物が付着している場合でも、当該異物を上記の摺接によって除去することができるので
、端子７０Ａ、７０Ｂとリード部１６Ａ、１６Ｂとを良好に導通させることができる。
【００４８】
　また、本実施形態では、端子７０Ａ、７０Ｂの接点部７２Ａ、７４Ａとリード部１６Ａ
、１６Ｂとの接触力が、第一ホルダ２０に対する第二ホルダ５０の装着途中よりも装着完
了状態で増加する。これにより、当該装着完了状態での端子７０Ａ、７０Ｂとリード部１
６Ａ、１６Ｂとの導通状態を良好に確保しつつ、接点部７２Ａ、７４Ａとリード部１６Ａ
、１６Ｂとの接触当初の接触力を低く設定することができる。その結果、当該接触当初の
接触力が高いことに起因するリード部１６Ａ、１６Ｂの変形や損傷を防止できる。また、
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第二ホルダ５０を第一ホルダ２０に装着するために必要な力を低く設定することができる
ので、第一ホルダ２０への第二ホルダ５０の装着が容易になる。
【００４９】
　さらに、本実施形態では、第二ホルダ５０に保持された端子７０Ａ、７０Ｂは、互いに
対向する一対の挟持片７２、７４を有しており、一対の挟持片７２、７４の各対向面にそ
れぞれ接点部７２Ａ、７４Ａが設けられている。これらの接点部７２Ａ、７４Ａの間には
、上記の装着途中からリード部１６Ａ、１６Ｂが挿入される。また、上記の装着途中から
装着完了までの間には、挟持片７２、７４の被ガイド部７２Ｃ、７４Ｃが、第一ホルダ２
０に設けられた傾斜面３２Ａ、３４Ａと摺接する。この摺接によって挟持片７２、７４が
互いに接近する。これにより、挟持片７２、７４の各接点部７２Ａ、７４Ａとリード部１
６Ａ、１６Ｂとの接触力が、上記装着途中よりも上記装着完了状態で増加される。このよ
うに、挟持片７２、７４が第一ホルダ２０に設けられた傾斜面３２Ａ、３４Ａ（ガイド部
）と摺接される構成であるため、傾斜面３２Ａ、３４Ａの傾斜角度等（ガイド部の形状等
）の設定によって、上記接触力の増加度合い等を容易に調整することができる。
【００５０】
　また、本実施形態では、一対の挟持片７２、７４に設けられた被ガイド部７２Ｃ、７４
Ｃが、第一ホルダ２０に形成されたガイド溝３２、３４に挿入される。そして、ガイド溝
３２、３４の内面に形成された傾斜面３２Ａ、３４Ａと被ガイド部７２Ｃ、７４Ｃとが摺
接することで、一対の挟持片７２、７４が互いに接近する。このように、一対の挟持片７
２、７４の被ガイド部７２Ｃ、７４Ｃが、第一ホルダ２０に形成されたガイド溝３２、３
４に挿入される構成であるため、当該ガイド溝３２、３４によって一対の挟持片７２、７
４を両者の接近方向に良好に案内することができる。
【００５１】
　さらに、本実施形態では、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に対して仮止位置に位置す
る状態で、コンデンサ本体１４が第一ホルダ２０に装着される。この際には、リード部１
６Ａ、１６Ｂを端子７０Ａ、７０Ｂと接触させずにコンデンサ本体１４を第一ホルダ２０
に装着することができる。その後、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に対して仮止位置か
ら装着位置へとスライドされると、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に装着される。これ
により、端子７０Ａ、７０Ｂの接点部７２Ａ、７４Ａがリード部１６Ａ、１６Ｂと接触す
る。このように、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に仮止めされる構成であるため、部品
の管理等が容易になる。
【００５２】
　また、本実施形態では、コンデンサ本体１４は、第一ホルダ２０に対して自らの径方向
に装着される。その後、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に対して仮止位置から装着位置
へと相対移動され、第一ホルダ２０に装着される。この際には、第二ホルダ５０が第一ホ
ルダ２０に対してコンデンサ本体１４の軸線方向にスライドされてコンデンサ１２に接近
される。つまり、上記の仮止位置は、上記の装着位置よりも、第二ホルダ５０がコンデン
サ１２から上記軸線方向に離れる位置とされている。このように第二ホルダ５０のスライ
ド方向が設定されているので、第一ホルダ２０に対してコンデンサ本体１４が径方向に装
着される構成において、端子７０Ａ、７０Ｂがリード部１６Ａ、１６Ｂと接触することを
、簡単な構成で防止できる。
【００５３】
　また、本実施形態では、コンデンサ１２のリード部１６Ａ、１６Ｂは、コンデンサ本体
１４が第一ホルダ２０に装着される際に、第一ホルダ２０に形成された一対のスリット３
０Ａ、３０Ｂに挿入される。この場合、一方のスリット３０Ａには、一対のリード部１６
Ａ、１６Ｂのうちの一方のリード部１６Ａのみが挿入可能とされており、他方のスリット
３０Ｂには、一対のリード部１６Ａ、１６Ｂのうちの他方のリード部１６Ｂのみが挿入可
能とされている。これにより、コンデンサ本体１４が第一ホルダ２０に装着される際に、
コンデンサ１２の極性が間違えられることを防止できる。
【００５４】
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　＜実施形態の補足説明＞
　上記実施形態では、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０に対してコンデンサ本体１４の軸
線方向にスライドされる構成にしたが、これに限らず、第二ホルダ５０が第一ホルダ２０
に対してコンデンサ本体１４の径方向にスライドされる構成にしてもよいし、第二ホルダ
５０が第一ホルダ２０に対して回転されて装着される構成にしてもよい。また、第二ホル
ダ２０は、第一ホルダ５０に対して仮止め可能なものでなくてもよい。さらに、第一ホル
ダ２０と第二ホルダ５０とは、別々に成型されるものに限らず、一部が繋がって成型され
るものでもよい。
【００５５】
　また、上記実施形態では、一部品で構成された第一ホルダ２０にコンデンサ本体１４（
コンデンサの本体部）が保持される構成にしたが、これに限らず、第一ホルダは、複数の
部品によって構成されたものでもよい。すなわち、例えば、第一ホルダが、当該第一ホル
ダの本体部である第一ホルダ本体と、当該第一ホルダ本体に取り付けられる保持部材とに
よって構成され、当該保持部材がコンデンサの本体部を上記第一ホルダ本体に保持させる
（拘束する）構成にしてもよい。その場合でも、上記第一ホルダ本体及び上記保持部材か
らなる第一ホルダが、単独でコンデンサの本体部を保持する構成になる。
【００５６】
　また、上記実施形態では、コンデンサ１２が基板自立型とされた場合について説明した
が、これに限らず、コンデンサはリード線型でもよい。
【００５７】
　また、上記実施形態では、端子７０Ａ、７０Ｂが一対の挟持片７２、７４を備えた構成
にしたが、これに限らず、端子の構成は適宜変更可能である。例えば端子は、コンデンサ
のリード線（リード部）が嵌め込まれる凹部（溝）が形成されたものでもよい。また、上
記実施形態では、第一ホルダ５０に対する第二ホルダ２０の装着途中から装着完了までの
間に一対の挟持片７２、７４が接近されることで、接点部７２Ａ、７４Ａとリード部１６
Ａ、１６Ｂとの接触力が増加する構成にしたが、これに限るものではない。例えば、端子
において、リード部が挿入される隙間が、奥側ほど狭くなる構成にしてもよい。その場合
でも、上記装着途中よりも装着完了状態で、接点部とリード部との接触力が増加するよう
に構成することができる。
【００５８】
　また、上記実施形態では、第一ホルダ５０に対する第二ホルダ２０の装着途中から装着
完了までの間に、接点部７２Ａ、７４Ａがリード部１６Ａ、１６Ｂと摺接する構成にした
が、これに限るものではない。例えば、第一ホルダに対する第二ホルダの装着完了状態で
、端子の接点部がリード部に圧接される構成にしてもよい。
【００５９】
　また、上記実施形態では、第一ホルダ２０にガイド溝３２、３４が形成され、これらの
ガイド溝３２、３４の内面に形成された傾斜面３２Ａ、３４Ａがガイド部とされた構成に
したが、これに限らず、第一ホルダにガイド溝を形成せずに、ガイド部としての傾斜面等
を第一ホルダに形成する構成にしてもよい。
【００６０】
　その他、本発明は、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更して実施できる。また、本発
明の権利範囲が上記実施形態に限定されないことは勿論である。
【符号の説明】
【００６１】
　　１０　　　コンデンサホルダ
　　１２　　　コンデンサ
１４　　　コンデンサ本体（本体部）
　　１６Ａ、１６Ｂ　　リード部
　　２０　　　第一ホルダ
　　３０Ａ、３０Ｂ　　スリット
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　　３２、３４　　ガイド溝
　　３２Ａ、３４Ａ　　傾斜面（ガイド部）
　　３６Ａ、４０Ａ　　段部（仮止部）
　　５０　　　第二ホルダ
　　６０、６４　　係止爪（被仮止部）
　　７０Ａ、７０Ｂ　　端子
　　７２、７４　　挟持片
　　７２Ａ、７４Ａ　　接点部
　　７２Ｃ、７４Ｃ　　被ガイド部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月20日(2018.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンデンサの本体部が装着され、単独で前記本体部を保持する第一ホルダと、
　前記第一ホルダに装着される第二ホルダと、
　前記第二ホルダに保持されると共に互いに対向する一対の挟持片を有し、前記一対の挟
持片の各対向面にそれぞれ接点部が設けられ、前記本体部を保持した前記第一ホルダに対
する前記第二ホルダの装着途中から前記一対の挟持片の前記接点部間に前記コンデンサの
リード部が挿入され、前記装着途中から装着完了までの間に前記接点部が前記リード部と
摺接する端子と、
　を備え、
　前記第一ホルダは、前記装着途中から前記装着完了までの間に前記一対の挟持片のうち
の少なくとも一方と摺接するガイド部を有し、当該摺接によって前記一対の挟持片が接近
すると共に、前記装着完了状態では、前記装着途中よりも前記接点部と前記リード部との
接触力が増加するように構成されたコンデンサホルダ。
【請求項２】
　前記第一ホルダには、前記少なくとも一方に設けられた被ガイド部が挿入されるガイド
溝が形成されており、
　前記ガイド部は、前記ガイド溝の内面に形成された傾斜面である請求項１に記載のコン
デンサホルダ。
【請求項３】
　コンデンサの本体部が装着され、単独で前記本体部を保持する第一ホルダと、
　前記第一ホルダに装着される第二ホルダと、
　前記第二ホルダに保持されると共に接点部を有し、前記本体部を保持した前記第一ホル
ダに前記第二ホルダが装着されることで、前記接点部が前記コンデンサのリード部と接触
する端子と、
　を備え、
　前記第二ホルダに設けられた被仮止部が前記第一ホルダに設けられた仮止部と係合する
ことで、前記第二ホルダが前記第一ホルダに対して仮止位置に仮止めされ、
　前記第二ホルダが前記仮止位置に位置する状態では、前記リード部を前記端子と接触さ
せずに前記本体部を前記第一ホルダに装着可能とされており、
　前記第二ホルダは、前記第一ホルダに対して前記仮止位置から装着位置へと相対移動さ
れることで前記第一ホルダに装着されるコンデンサホルダ。
【請求項４】
　前記本体部は、前記第一ホルダに対して前記本体部の径方向に装着され、
　前記第二ホルダは、前記第一ホルダに対して前記仮止位置から前記装着位置へと相対移
動される際に、前記第一ホルダに対して前記本体部の軸線方向にスライドされて前記コン
デンサに接近される請求項３に記載のコンデンサホルダ。
【請求項５】
　前記コンデンサは、互いに板厚方向が異なる一対の板状の前記リード部を有し、
　前記第一ホルダには、前記本体部が前記第一ホルダに装着される際に前記一対のリード
部が挿入される一対のスリットが形成されており、
　一方の前記スリットには、前記一対のリード部のうちの一方のみが挿入可能とされ、他
方の前記スリットには、前記一対のリード部のうちの他方のみが挿入可能とされている請
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求項１～請求項４の何れか１項に記載のコンデンサホルダ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１に記載の発明に係るコンデンサホルダは、コンデンサの本体部が装着され、単
独で前記本体部を保持する第一ホルダと、前記第一ホルダに装着される第二ホルダと、前
記第二ホルダに保持されると共に互いに対向する一対の挟持片を有し、前記一対の挟持片
の各対向面にそれぞれ接点部が設けられ、前記本体部を保持した前記第一ホルダに対する
前記第二ホルダの装着途中から前記一対の挟持片の前記接点部間に前記コンデンサのリー
ド部が挿入され、前記装着途中から装着完了までの間に前記接点部が前記リード部と摺接
する端子と、を備え、前記第一ホルダは、前記装着途中から前記装着完了までの間に前記
一対の挟持片のうちの少なくとも一方と摺接するガイド部を有し、当該摺接によって前記
一対の挟持片が接近すると共に、前記装着完了状態では、前記装着途中よりも前記接点部
と前記リード部との接触力が増加するように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　しかも、このコンデンサホルダでは、第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中から装
着完了までの間に、端子の接点部がコンデンサのリード部と摺接する。これにより、例え
ば、接点部及びリード部のうちの少なくとも一方の表面に酸化皮膜が形成されている場合
でも、当該酸化皮膜を上記の摺接によって削り取ることができるので、端子とリード部と
を良好に導通させることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　さらに、このコンデンサホルダでは、第二ホルダに保持された端子の接点部とコンデン
サのリード部との接触力が、第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中よりも装着完了状
態で増加する。これにより、当該装着完了状態での端子とリード部との導通状態を良好に
確保しつつ、接点部とリード部との接触当初の接触力を低く設定することができる。その
結果、例えば、上記接触当初の接触力が高いことに起因するリード部の変形や損傷を防止
できる。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、このコンデンサホルダでは、第二ホルダに保持された端子は、互いに対向する一
対の挟持片を有しており、一対の挟持片の各対向面にそれぞれ接点部が設けられている。
これらの接点部の間には、第一ホルダに対する第二ホルダの装着途中からコンデンサのリ
ード部が挿入され、各接点部がリード部と摺接する。また、第一ホルダに対する第二ホル
ダの装着途中から装着完了までの間には、上記一対の挟持片のうちの少なくとも一方が、
第一ホルダに設けられたガイド部と摺接する。この摺接によって上記一対の挟持片が接近
する。これにより、上記一対の挟持片の各接点部とリード部との接触力が、上記装着途中
よりも上記装着完了状態で増加される。このように、一対の挟持片のうちの少なくとも一
方が、第一ホルダに設けられたガイド部と摺接する構成であるため、ガイド部の形状等の
設定によって、上記接触力の増加度合い等を容易に調整することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項２に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項１において、前記第一ホルダ
には、前記少なくとも一方に設けられた被ガイド部が挿入されるガイド溝が形成されてお
り、前記ガイド部は、前記ガイド溝の内面に形成された傾斜面である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項２に記載のコンデンサホルダでは、端子が有する一対の挟持片のうちの少なくと
も一方に設けられた被ガイド部が、第一ホルダに形成されたガイド溝に挿入される。そし
て、ガイド溝の内面に形成された傾斜面と上記の被ガイド部とが摺接することで、一対の
挟持片が接近する。このように、一対の挟持片のうちの少なくとも一方に設けられた被ガ
イド部が、第一ホルダに形成されたガイド溝に挿入される構成であるため、当該ガイド溝
によって上記少なくとも一方を上記接近方向に良好に案内することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項３に記載の発明に係るコンデンサホルダは、コンデンサの本体部が装着され、単
独で前記本体部を保持する第一ホルダと、前記第一ホルダに装着される第二ホルダと、前
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記第二ホルダに保持されると共に接点部を有し、前記本体部を保持した前記第一ホルダに
前記第二ホルダが装着されることで、前記接点部が前記コンデンサのリード部と接触する
端子と、を備え、前記第二ホルダに設けられた被仮止部が前記第一ホルダに設けられた仮
止部と係合することで、前記第二ホルダが前記第一ホルダに対して仮止位置に仮止めされ
、前記第二ホルダが前記仮止位置に位置する状態では、前記リード部を前記端子と接触さ
せずに前記本体部を前記第一ホルダに装着可能とされており、前記第二ホルダは、前記第
一ホルダに対して前記仮止位置から装着位置へと相対移動されることで前記第一ホルダに
装着される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項３に記載のコンデンサホルダでは、コンデンサの本体部が装着される第一ホルダ
が、単独でコンデンサの本体部を保持する。また、コンデンサの本体部を保持した第一ホ
ルダには、接点部を有する端子を保持した第二ホルダが装着される。これにより、端子の
接点部がコンデンサのリード部と接触する。このように構成されているので、コンデンサ
の本体部が第一ホルダに装着される際に、コンデンサのリード部が上記の端子と不用意に
接触（係合）して変形又は損傷することを防止できる。これにより、リード部の変形や損
傷を考慮せずにコンデンサの本体部を第一ホルダに装着することが可能となるので、本コ
ンデンサホルダへのコンデンサの装着が容易になる。
　しかも、このコンデンサホルダでは、第二ホルダが第一ホルダに対して仮止位置に位置
する状態で、コンデンサの本体部が第一ホルダに装着される。この際には、コンデンサの
リード部を第二ホルダの端子と接触させずに上記本体部を第一ホルダに装着することがで
きる。その後、第二ホルダが第一ホルダに対して仮止位置から装着位置へと相対移動され
ると、第二ホルダが第一ホルダに装着される。これにより、端子の接点部がコンデンサの
リード部と接触する。この発明では、第二ホルダが第一ホルダに仮止めされるので、部品
の管理等が容易になる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項４に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項３において、前記本体部は、
前記第一ホルダに対して前記本体部の径方向に装着され、前記第二ホルダは、前記第一ホ
ルダに対して前記仮止位置から前記装着位置へと相対移動される際に、前記第一ホルダに
対して前記本体部の軸線方向にスライドされて前記コンデンサに接近される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項４に記載のコンデンサホルダでは、コンデンサの本体部は、第一ホルダに対して
自らの径方向に装着される。その後、第二ホルダが第一ホルダに対して仮止位置から装着
位置へと相対移動され、第一ホルダに装着される。この際には、第二ホルダが第一ホルダ
に対して上記本体部の軸線方向にスライドされてコンデンサに接近される。つまり、上記
の仮止位置は、上記の装着位置よりも、第二ホルダがコンデンサから上記軸線方向に離れ
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る位置とされている。このように第二ホルダのスライド方向が設定されているので、第一
ホルダに対して上記本体部が径方向に装着される構成において、端子がコンデンサのリー
ド部と接触することを、簡単な構成で防止できる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項５に記載の発明に係るコンデンサホルダは、請求項１～請求項４の何れか１項に
おいて、前記コンデンサは、互いに板厚方向が異なる一対の板状の前記リード部を有し、
前記第一ホルダには、前記本体部が前記第一ホルダに装着される際に前記一対のリード部
が挿入される一対のスリットが形成されており、一方の前記スリットには、前記一対のリ
ード部のうちの一方のみが挿入可能とされ、他方の前記スリットには、前記一対のリード
部のうちの他方のみが挿入可能とされている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項５に記載のコンデンサホルダでは、コンデンサは、互いに板厚方向が異なる一対
の板状のリード部を有している。これら一対のリード部は、コンデンサの本体部が第一ホ
ルダに装着される際に、第一ホルダに形成された一対のスリットに挿入される。この場合
、一方のスリットには、上記一対のリード部のうちの一方のみが挿入可能とされており、
他方のスリットには、上記一対のリード部のうちの他方のみが挿入可能とされている。こ
れにより、コンデンサの本体部が第一ホルダに装着される際に、コンデンサの極性が間違
えられることを防止できる。
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